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（建物の解説）
この建物の主屋・離れ座敷は江戸時代後期のものと推測され、主
屋の一部が改装されているものの、全体として近世の脇本陣・旅
籠としての形式をよく伝えている。表通りに面しては、看板を下
げるまねき屋根や２階の手摺り、旅籠の外観をよく残している。
北国街道小諸宿を通った参勤交代の行列は、加州では加賀藩、大
聖寺藩、越後では高田藩であり、その多くが本陣主屋、脇本陣を
中心とする小諸宿に宿をとった。加賀藩の大名行列は 2000 人～
5000 人の規模に及び、小諸宿に繁栄をもたらした。その中で脇
本陣は、藩の家老などの宿舎であり、大名行列がぶつかった際に
は格下の大名の宿舎となった。通常でも、奥の座敷には身分の高
い人が泊まっていたと想像できる。

旧脇本陣 粂屋
くめや

この建物は、江戸時代に旅籠（は
たご）として建てられ、参勤交
代の時は大名や家老などが宿泊
した施設です。
普段は多くの旅人や荷物や馬の
宿として使われていました。
　この建物は、小諸市の整備によ
り、来年の春には宿屋＆カフェ
としてよみがえります。
ご期待ください！
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